
厚生労働省における 
情報アクセシビリティ支援の 

取り組み 

厚生労働省 障害保健福祉部 

企画課 自立支援振興室 

室長補佐 村山 太郎 

平成30年3月27日（火） アクセシビリティシンポジウム 
「災害時のテレビ放送アクセスのユニバーサルデザインを求めて」  



 
（事業内容）  障害者等に対し、パソコン機器等の使用に関する支援を行うパソコン 
         ボランティアを養成・派遣する。 
 
（実施主体）  都道府県 
 
（実施箇所数） 28ヶ所 （平成27年度実績） 

 
（事業内容）  障害者等の情報通信技術（ＩＴ）の利用機会や活用能力の格差是正を図る 
         ための総合的なサービス提供拠点として、障害者ITサポートセンターの 
         設置・運営を行う。 
 
            例 ） 障害者向けパソコン教室の実施、支援機器の展示、利用相談 等 
 
（実施主体）  都道府県 
 
（実施箇所数） 26ヶ所 （平成27年度実績） 

障害者ＩＴサポートセンター運営事業  

パソコンボランティア養成・派遣事業  

 障害者へのパソコン機器等の利用支援 ［平成29年度予算 地域生活支援事業等(488億円)の内数］ 
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１．事業内容 
  手話通訳者の設置がない市町村窓口等において、遠隔手話サービスを導入した場合に、その導入に係る諸経費 
 （タブレット購入費、遠隔手話サービス利用契約料等）を、手話通訳者設置事業の対象とする。 
  
２．実施主体   市町村、都道府県 
 
３．補助率     市町村事業  ：国１／２以内、都道府県１／４以内 
                      都道府県事業：国１／２以内 

 手話通訳者設置事業における遠隔手話サービスの実施 
                    ［平成29年度予算 地域生活支援事業等(488億円)の内数］ 

 手話通訳者の設置がない市町村窓口等において、遠隔手話サービスを導入した場合にも手話通訳者設置事業の 
対象とすることで、聴覚障害者に対する意思疎通支援体制の整備促進を図る。 
 

 ◆遠隔手話サービス：遠隔地の手話通訳者を介して聴覚障害者と健聴者の会話を通訳するサービス 
 

事業の趣旨 

事業内容等 

（参考） 
遠隔手話サービスの実施イメージ  

テレビ電話を介して要件を伝える 
（手話） 

読み取った手話を伝える 通訳を介してやりとり 

聴覚障害者 

オペレーター 
（通訳者） 

健聴者 

？？ 
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１．事業内容 
  聴覚障害者情報提供施設において、聴覚障害者が一人で電話をかけられるよう、電話リレーサービスを提供する 
 オペレーターを各施設に配置し、電話リレーサービスの全国的な提供体制を構築する。 
  オペレーターはサービス提供に必要な人数を配置することとし、手話通訳及び文字通訳のいずれにも対応できる 
 者とする。 
 
２．補助率    １／２ 定額 
 
 ※ 平成29年度の実施施設は４箇所。 

聴覚障害者情報提供施設の機能強化（電話リレーサービスの実施）［平成29年度予算 11,525千円］ 

 聴覚障害者情報提供施設において、電話リレーサービスを実施することで、聴覚障害者と他者との意思疎通を支援し、もって聴
覚障害者の地域生活における自立を図る。 
 

 ◆電話リレーサービス：聴覚障害者が健聴者に電話する際に、通訳者が間に入って通訳するサービス 

事業の趣旨 

事業内容等 

テレビ電話を介して 
掛ける先と要件を伝える 

（手話） 

応答された内容を 
伝える（手話） 

電話を掛け 
要件を伝える 

応答する 

聴覚障害者 オペレーター 
（通訳者） 

電話相手先 
（健聴者） 

（参考）電話リレーサービスの実施イメージ 
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○「サピエ」は、インターネットを通して、全国の視覚障害者等、ボランティア、情報提供施設・団体をつなぐ「知識」（Ｓａｐｉｅｎｔｉａ サピエンティア ＝ ラテン語） 
  の広場。 
○全国の会員施設・団体が製作または所蔵する資料の目録ならびに点字・音声図書出版目録からなる、点字図書や録音図書の全国最大の書誌データ 
  ベース（約６６万件）として広く活用されている。１８万タイトルの点字データを保有し、７万タイトルのデイジーデータのダウンロードやストリーミングが可能で 
  あり、個人会員はこの点字・デイジーデータを全国どこからでも、あるいは海外にいてもダウンロードが可能で、読みたい本を自由に選べ、直接入手でき、 
  視覚障害者等の読書の自由が広がっている。  

○  視覚障害者及び視覚による表現の認識に障害のある者に対し、点字、デイジーデータの情報を提供するＩＴ

ネットワーク。 
○ 利用者は、インターネットを活用し、全国の点字図書館の蔵書の検索や貸出依頼、点字、デイジーデータの

ダウンロード等を行うことができる。 

  （ 「サピエ」視覚障害者情報総合ネットワークＨＰから） 

  視覚障害者情報総合システム「サピエ」 

全国の点字図書館 

全国の視覚障害者（約３２万人） 

来館、電話、手紙、ＦＡＸによる貸出申込 

視覚障害者用図書の貸出・製作 

来館または郵送にて貸出 

点字、デイジーデータを無
料でダウンロードすること
ができ、パソコン等で視聴
が可能。 

サピエは全国の点字図
書館と書誌データ及び貸
出状況を共有しており、
サピエ経由での貸出依
頼が可能。 

国会図書館 
「視覚障害者用データ 
送信サービス」 

 
 ・学術文献録音図書 
  DAISY資料 
 ・公共図書館が製作し   
   国会図書館が収集した 
 音声DAISYデータ・ 
 点字データ 

サピエ 
システム管理：日本点字図書館 

運営：全国視覚障害者情報提供施設協会 

H29予算：41,944千円（国10/10） 
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【事業目的】 
 障害者の自立や社会参加を支援する機器や技術の開発は、マーケットが小さい、経費的な問題からモニター評価が 
行えないといった理由から、実用的製品化が進んでいない状況にある。そこで、開発企業が障害当事者と連携して開発する取組に
対して助成を行うことで、障害者にとって使いやすく適切な価格の機器の実用的製品化を促進する。 
 

【事業内容】 
 （１） 障害者の自立支援機器の開発（実用的製品化）に対する助成 
    （平成29年度は、開発テーマに「障害者の就労支援機器」を追加）  
 （２） シーズ・ニーズマッチング強化事業 
 

【実施主体】 
 民間団体 （（１）は、民間団体が開発企業等を公募して開発費を助成） 
 

【補 助 率】 
 平成29年度は、（１）は２／３にかさ上げ（大企業（資本金３億円超）は１／２）、（２）は定額（10／10相当） 

 製品の普及 開発 ～ 試作 ～ 実証実験 ～ 製品化 シーズとニーズのマッチング 

ユーザー・支援者 
（ニーズ） 

開発・研究者 
（シーズ） 

支援機器に関する
ニーズ、生活におけ
る困りごと等を開発
側に伝える。 

障害当事者との意
見交換にてニーズを
把握、開発の着想を
得る。 

障害者、家族 
事業所職員等 

開発企業、研究者
等 

ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
た 

支
援
機
器
の
開
発
着
手 

試作○号機 実
用
的
製
品
化 

普
及 

（１）実用的製品化開発に要する費用の助成 
※研究段階を終え基本設計はできているが、試作機の製作までには至っていないものが対象 

（２）シーズ・ニーズマッチング強化事業 

試作○号機 
試作○号機 

モニター評価 

ニーズ把握から製品販売までのイメージ図 

障害者自立支援機器等開発促進事業        ［平成29年度予算 161,933千円］ 
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